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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
公
立
診

療
所
が
施
設
数
の
半
数
を
占

め
て
お
り
、
歯
科
医
師
の
大

半
は
公
的
な
診
療
所
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。
開
業
が
多
い

日
本
と
違
い
、
公
務
員
の
た

め
固
定
給
で
す
。
診
療
所
に

は
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生

士
、
デ
ン
タ
ル
ナ
ー
ス
、
歯

科
技
工
士
が
複
数
体
制
で
勤

務
し
、
歯
科
医
師
が
一
人
し

か
い
な
い
よ
う
な
小
規
模
な

診
療
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都

市
部
に
は
民
間
の
診
療
所
も

あ
り
ま
す
が
、
小
規
模
で
は

運
営
が
難
し
い
た
め
、
専
門

分
野
が
異
な
る
歯
科
医
で
の

共
同
運
営
が
一
般
的
で
す
。

　

患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

守
ら
れ
る
よ
う
、
す
べ
て
チ

ェ
ア
は
個
室
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
初
診
時
に
は
歯
科

医
師
が
自
己
紹
介
し
、
患
者

と
握
手
や
世
間
話
を
し
て
か

ら
治
療
が
始
ま
る
の
が
普
通

で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

医
療
者
と
患
者
が
フ
ァ
ー
ス

ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う
な

ど
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
が
普

通
で
す
。
人
を
個
人
と
し
て

尊
重
し
よ
う
と
す
る
社
会
の

在
り
方
も
関
係
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

治
療
中
は
ハ
チ
が
花
か
ら

花
へ
飛
び
回
る
よ
う
に
歯
科

医
師
が
チ
ェ
ア
を
行
き
来
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
処

置
内
容
に
よ
り
ま
す
が
、
歯

科
医
が
診
る
の
は
１
日
10
人

程
度
（
８
時
間
労
働
）
で
、

一
人
の
患
者
に
約
30
〜
60
分

か
け
て
治
療
し
ま
す
。
か
と

い
っ
て
「
の
ん
び
り
」
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
診
療

報
酬
が
時
間
に
も
関
係
し
て

い
る
の
で
効
率
的
な
診
療
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
知
り
合
い

の
歯
科
医
は
カ
ル
テ
に
記
載

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
歯
科

医
の
分
業
体
制
が
進
ん
で
い

ま
す
。
国
民
に
質
の
高
い
歯

科
医
療
を
効
果
的
に
提
供
す

る
た
め
の
戦
略
と
し
て
、
歯

科
医
師
は
歯
科
医
師
に
し
か

で
き
な
い
仕
事
に
特
化
し
、

育
成
コ
ス
ト
が
少
な
い
衛
生

士
に
業
務
を
移
譲
し
て
き
ま

し
た
。

　

歯
科
医
師
の
専
門
医
化
も

進
ん
で
い
て
、
一
般
歯
科
医
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公
立
診
療
所
が
主
流
な
た

め
、
人
数
・
給
与
を
行
政
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
税
金
が

高
い
分
、
費
用
対
効
果
に
対

す
る
国
民
の
関
心
の
高
さ

が
、
政
策
決
定
に
影
響
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
効
果
の
な
い
治
療
法
は

廃
止
す
る
こ
と
も
厭
わ
な
い

よ
う
で
す
。
歯
周
病
対
策
と

し
て
全
身
的
な
抗
生
剤
の
投

与
は
、
効
果
が
な
く
薬
剤
耐

性
の
弊
害
が
明
ら
か
に
な
っ

た
時
点
で
中
止
さ
れ
、
局
所

的
な
抗
生
剤
投
与
も
バ
イ
オ

フ
ィ
ル
ム
の
理
論
か
ら
は
効

果
が
な
い
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
破
折
に
つ
な
が

り
や
す
い
た
め
、
イ
ン
レ
ー

は
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
先
進
国

と
思
わ
れ
が
ち
な
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
す
が
、
す
べ
て
の
国

民
が
頻
繁
に
メ
イ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
イ
リ
ス
ク

患
者
は
６
カ
月
に
１
回
、
ロ

ー
リ
ス
ク
な
ら
ば
２
年
に
１

回
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
も

問
題
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
個
々
の
リ
ス

ク
を
ふ
ま
え
ず
一
律
に
３
〜

４
カ
月
ご
と
の
メ
イ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
推
奨
す
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
が
、
過
剰
予
防

に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
定

期
的
に
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

受
け
て
い
る
割
合
は
日
本
に

比
べ
る
と
高
い
の
で
す
が
、

23
歳
を
超
え
る
と
自
費
と
な

る
た
め
、
少
な
か
ら
ず
メ
イ

ン
テ
ナ
ン
ス
控
え
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
ま
だ
、
メ
タ
ル
世

代
と
言
わ
れ
る
50
代
以
降
の

国
民
の
補
綴
の
再
治
療
等
の

ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
が
、
う

蝕
の
少
な
い
世
代
が
増
え
る

中
で
、
歯
科
医
の
役
割
も
変

わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
人
々
の
欲
求
が

多
様
化
・
高
度
化
す
る
も
と

で
、
70
代
、
80
代
の
高
齢
者

の
審
美
歯
科
な
ど
で
も
、
需

要
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
す
。

　

歯
科
医
の
仕
事
は
細
か

く
ナ
ー
バ
ス
で
あ
る
。
ハ

ン
ド
ピ
ー
ス
を
手
に
高
速

回
転
の
バ
ー
で
歯
牙
を
切

削
す
る
時
、
頭
の
て
っ
ぺ

ん
か
ら
つ
ま
先
ま
で
緊
張

す
る
。
眼
、
腕
、
手
指
、

背
筋
、
腰
、
足
関
節
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
の

作
業
で
あ
る
。
Ｓ
Ｒ
Ｐ
が

３
人
も
続
く
と
手
指
に
負

担
が
か
か
り
、
き
つ
い
。

患
者
さ
ん
の
信
頼
レ
ベ
ル

が
高
く
開
口
が
大
き
い

程
、
助
か
る
。
逆
に
患
者

さ
ん
の
緊
張
度
が
高
く
、

開
口
が
小
さ
い
程
、
ス
ト

レ
ス
に
な
る
。
心
と
体
へ

の
疲
労
の
蓄
積
は
徐
々
に

健
康
を
害
す
る
。
そ
れ
は

職
業
病
と
も
言
え
る
。

　

私
は
、
東
洋
医
学
で
言

う
ツ
ボ
に
か
な
り
長
い
時

間
ク
ッ
シ
ョ
ン
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
を
当
て
、
気
と
血
の

流
れ
を
良
く
し
、
新
陳
代

謝
を
盛
ん
に
し
、
疲
労
回

復
に
努
め
て
い
る
。
例
え

ば
眼
の
疲
れ
を
と
る
ツ
ボ

は
眼
の
周
り
（
糸
竹
空
、

晴
明
、
攅
竹
、
承
泣
）
や

瞳
孔
の
線
上
髪
際
の
上

（
目
窓
）、
手
の
小
指
の

先
の
関
節
（
小
骨
空
）、

下
肢
の
す
ね
の
外
側
（
光

明
）
な
ど
身
体
の
各
所
に

何
カ
所
も
あ
る
。
医
療
関

係
者
・
鍼
灸
師
を
目
指
す

学
生
必
読
の
書
『
経
絡
・

ツ
ボ
の
教
科
書
』（
新
星

出
版
社
刊
）
と
首
っ
ぴ
き

で
あ
る
。

　

余
暇
の
過
ご
し
方
は
、

十
年
ほ
ど
前
ま
で
マ
ラ
ソ

ン
大
会
め
ざ
し
て
の
練

習
、
そ
し
て
俳
句
へ
、
今

は
画
廊
め
ぐ
り
で
美
術
鑑

賞
、
作
家
と
の
語
ら
い
と

加
齢
に
つ
れ
て
シ
フ
ト
し

て
い
る
。
日
常
酷
使
し
て

い
る
脳
や
筋
肉
の
神
経
回

路
を
開
放
し
、
多
様
な
神

経
回
路
を
造
る
こ
と
は
ラ

イ
フ
エ
ン
ジ
ョ
イ
の
基
で

あ
る
。
健
康
情
報
の
溢
れ

て
い
る
今
日
、
何
事
も
本

気
に
な
っ
て
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　

患
者
さ
ん
の
歯
と
口
の

健
康
、
そ
し
て
全
身
の
健

康
の
一
役
を
担
え
る
こ
と

は
、
歓
び
で
あ
り
、
誇
り

で
あ
る
。

と
専
門
医
で
は
、
同
じ
処
置

で
も
専
門
医
の
診
療
報
酬
が

割
増
で
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
衛
生
士
の
業
務
範
囲
は

日
本
よ
り
高
度
化
し
て
い

て
、「
検
査
」、「
う
蝕
と
歯

周
病
の
診
断
」、「
エ
ッ
ク
ス

線
写
真
撮
影
」、「
麻
酔
」、

「
縁
下
歯
石
の
除
去
」、「
軟

化
象
牙
質
の
除
去
」「
仮
充

填
」
な
ど
も
歯
科
医
師
の
監

督
下
で
許
さ
れ
て
お
り
、
独

立
開
業
も
で
き
ま
す
。
同
じ

処
置
を
衛
生
士
が
行
っ
た
場

合
の
診
療
報
酬
は
歯
科
医
師

よ
り
低
く
な
り
ま
す
。
ち
な

み
に
、
バ
キ
ュ
ー
ム
や
セ
メ

ン
ト
を
練
る
な
ど
の
業
務
は

デ
ン
タ
ル
ナ
ー
ス
が
行
う
の

で
、
衛
生
士
は
ほ
と
ん
ど
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

歯
科
大
学
は
す
べ
て
公
立

で
４
校
し
か
な
く
、
医
学
部

に
次
ぐ
難
関
で
す
。
歯
科
衛

生
士
学
校
に
入
る
の
も
難
し

く
、
高
校
時
代
の
成
績
が
優

秀
で
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
、

人
気
分
野
で
す
。
衛
生
士
は

一
生
の
仕
事
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
）、
リ
ス
ク
評
価
、
フ
ッ

化
物
塗
布
と
い
っ
た
予
防
歯

科
の
常
道
が
ど
の
診
療
所
で

も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ

ス
ク
の
高
い
子
ど
も
と
低
い

子
ど
も
で
は
処
置
内
容
や
費

や
す
時
間
も
変
え
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
の
場
合
、
処
置
内

容
や
回
数
に
関
わ
ら
ず
、
患

児
一
人
あ
た
り
に
年
間
い
く

ら
と
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

診
療
所
経
営
上
も
予
防
が
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歯科の主な比較
就業

歯科医師数
就業
衛生士数

一人当たり
歯科医療費

12歳カリエス
フリー

平均残存
歯数80歳

メインテ
ナンス率

人口10万人当たり
の歯科医師数

日本 100,965人
（2014年）

116,299人
（2014年）

22,300円
（2015年）

90％
（2016年）

15.2本
（2016年）

31％
（定期検診、2018年）

79人
（2014年）

スウェーデン 7,699人
（2012年）

3,989人
（2012年）

約３万円
（2010年）

67％
（2015年）

21.1本
（2013年） 約90％ 81人

（2012年）

ラ
イ
フ

エ
ン
ジ
ョ
イ

久松　聰
（高槻市）

会
員
投
稿

治療から治療から 予防へ予防へ
療の未来を考える療の未来を考える歯科医歯科医

時
間
を
か
け
た
治
療

時
間
を
か
け
た
治
療

　

北
欧
は
高
福
祉
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
年
間
一
人
当
た
り
の
歯

科
医
療
費
は
３
万
円
く
ら
い

で
、
日
本
と
そ
う
変
わ
り
ま

せ
ん
。
年
齢
別
の
う
蝕
の
罹

患
数
や
残
存
歯
数
の
到
達
点

を
比
較
す
れ
ば
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
方
が
少
な
い
費
用
で

高
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
個
々
の
治
療
に

支
払
わ
れ
る
報
酬
は
日
本
の

５
〜
６
倍
で
す
が
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
歯
科
医
師
の
収
入

が
日
本
の
歯
科
医
師
の
５
倍

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

日
本
の
保
険
診
療
で
は
そ
の

分
、
処
置
数
が
多
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

日
本
の
歯
科
医
師
が
器
用

で
献
身
的
だ
と
し
て
も
、
何

倍
も
の
仕
事
を
日
々
こ
な
せ

ば
、
治
療
の
質
が
下
が
る
と

考
え
る
の
が
自
然
で
す
。
治

療
の
質
が
悪
け
れ
ば
、
再
治

療
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

患
者
も
歯
科
医
師
も
「
損
」

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
１
９

７
０
年
代
に
〝
削
っ
て
、
詰

め
る
〞
と
い
う
歯
科
治
療
か

ら
脱
却
す
る
た
め
に
、
予
防

中
心
へ
と
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
し
、
疾
患
の
病
因
・
原
因

論
と
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
い
た
合
理
的
な
歯
科
医

療
政
策
が
推
進
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

診
療
所
で
は
「
メ
イ
ン
テ

ナ
ン
ス
」、「
フ
ッ
化
物
塗

布
」、「
予
防
指
導
」
な
ど

が
、
報
酬
体
系
に
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も

時
代
の
予
防
を
重
視
し
、
現

在
は
23
歳
ま
で
を
無
料
に
し

て
い
ま
す
。
３
歳
で
ほ
ぼ
１

０
０
％
が
定
期
的
に
検
診

し
、
親
が
受
診
さ
せ
て
い
な

け
れ
ば
、〝
虐
待
〞
と
し
て

通
報
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

は
、
特
別
な
予
防
歯
科
を
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
染
め
出
し
で
の
確
認
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
（
Ｔ
Ｂ

予
防
中
心
に
シ
フ
ト

予
防
中
心
に
シ
フ
ト

業
務
の
高
度
化
・
分
業
化

業
務
の
高
度
化
・
分
業
化

費
用
対
効
果
を
重
視

費
用
対
効
果
を
重
視

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
最
先
端
の
む
し
歯

・
歯
周
病
予
防
を
要
求
す
る
会
」

理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

西
真
紀
子
氏
に
聞
く

予
防
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

日
本
の
予
防
歯
科

政
策
の
課
題

特集
北欧の
歯科医療
最前線

リポート

特 別 編特 別 編

す
る
時
間
を
省
く
た
め
、
録

音
し
た
も
の
を
デ
ン
タ
ル
ナ

ー
ス
に
入
力
さ
せ
る
な
ど
、

事
務
に
拘
束
さ
れ
る
時
間
を

減
ら
す
努
力
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

日
本
は
歯
科
医
師
過
剰
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
は
現
在
、
歯
科
医

師
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
患
者
を
待
機
リ
ス
ト

で
待
た
せ
る
の
は
当
た
り
前

で
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を

無
理
に
詰
め
込
む
こ
と
は
し

ま
せ
ん
。
労
働
者
の
権
利
意

識
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
残

業
は
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う

社
会
背
景
が
あ
る
よ
う
で

す
。
急
患
も
多
く
な
く
、
午

後
５
時
に
閉
院
な
ら
片
付
け

の
た
め
に
４
時
半
に
は
診
療

を
終
え
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
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安達奈穂子安達奈穂子

日
時 8月26日（日）午後１時～
　 Ｍ＆Ｄホール

合理性が導く予防政策合理性が導く予防政策
　

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
、
こ
れ
か
ら
の
歯
科

医
師
の
仕
事
は
ど
う
な
る
の
か
。
本
紙
で
北
欧
の
歯

科
医
療
最
前
線
第
２
部
を
連
載
す
る
西
真
紀
子
氏
に

歯
科
先
進
国
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歯
科
医
師
事

情
を
聞
き
ま
し
た
。 

（
構
成
・
編
集
部
）

予防の戦略
　予防の戦略には、ハイリスク・ストラテジ
ー（リスクの高い個人を対象とした予防）
と、ポピュレーション・ストラテジー（集団
全体を対象とした予防）があり、後者の代表
例にUniversal Health Coverage（UHC）が
ある。UHCとは「すべての人が、適切な健
康増進、予防、治療、機能回復に関するサー
ビスを、支払い可能な費用で受けられる」こ
とを指し、日本でいうところの健康保険制度
である。
　日本は1961年に国民皆保険を達成し、比
較的低いコストで高い健康水準を維持してき
たと評価されてきた。しかし、日本の健康保
険は「疾病保険」であり、疾病を治すことに
主眼を置いた制度であることに注意が必要で
ある。歯を喪失する原因のほとんどは、う蝕
および歯周病である。両疾患はほぼ予防でき
ることが分かってきた現在、歯科のUHCと
しては、不十分なのではないだろうか。確か
に、高リスク者のフッ化物塗布やSPT等、二
次・三次予防としての治療はカバーされてい
る。しかし、本来であれば、疾患にならない
ための一次予防こそカバーされるべきであ
り、それでこそ、Oral healthを維持、増進

できる歯科医療なのではないだろうか。以上
より、予防歯科とは、ただ単に定期的な健診
（check up）のことではなく、リスクアセ
スメントに基づく健康教育、口腔衛生指導、
歯科予防処置（メインテナンス）を定期的・
継続的に行うことであると考えられる。

予防で変わる歯科の仕事
　予防をすると歯科医師の仕事がなくなると
危惧する声を耳にする。この答えのヒント
は、北欧にある。スウェーデンでは早くから
予防歯科がUHCに含まれ、リスクに応じた
保険料の設定等、国民がメインテナンスに通
いやすく、医療者が実施しやすい制度が整っ
ている。
　スウェーデンの1973年から40年間の口腔
状態の変化をみた調査によると、高齢者の残
存歯数は増加し、DFSも増加している。残存
歯が増えることにより、根面う蝕の増加、ま
た健康観の高い住民が増えることから、イン
プラント等のより高度な技術と知識が必要な
治療が増えると考えられる。予防へとパラダ
イムシフトすることで、仕事がなくなるどこ
ろか、より歯科医師としての本来の仕事が増
え、歯科医師・歯科衛生士が本来の仕事に専
念できるようになるのではないだろうか。
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